
日時：6月19日㈭14:00ー16:00＊質疑応答含む

会場：高城会館 大研修室

対象：子どもに関わる支援者の方

定員：100名

申込：Googleフォーム

虐待予防とは何か？ 
～死亡事例から考える具体的な手立て～

参加費

無料

大村椿の森学園は子どもと親の心理支援センター「つばきの実」を開設しました。
開設記念講演会 第2弾として、日本における虐待研究の第一人者である子どもの虹情報
研修センターの増沢高先生をお招きしました。虐待に関する世界的な動向や日本における
虐待による悲惨な死亡事例から私たちが日ごろ何を意識すると虐待の予防になるのかを
皆さまと一緒に学びたいと思っています。

https://forms.gle/PKw5Z6xLevJ6qcm28

(諫早市高城町5番25号)

主催 ： 社会福祉法人 大村椿の森学園 子どもと親の心理支援センター「つばきの実」

0957-46-6320（平日9:30～16:00） tsubakinomi00@camelliaswc.or.jp

次回研修のお知らせ
10月24日(金)14:00～

「地域のつながりと虐待予防」
児童家庭支援センター・児童養護施設
子育て支援センター 一陽 統括所長

橋本達昌先生

講師：増沢 高 プロフィール
臨床心理士/公認心理師
子どもの虹情報研修センター副センター長
研究部長兼任
日本子ども虐待防止学会副理事長

千葉大学大学院教育学研究科教育心理修士課程修了。 児童心理
治療施設「横浜いずみ学園」にセラピストとして従事。同学園副園長を
経て、現職。明治大学文学部・明治大学大学院文学研究科兼任講師

主な著作に『いっしょに考える子ども虐待』（2008） 『虐待を受けた子
どもの回復と育ちを支える援助』(2009) 『対人援助の技とこころ』
（2009） 『日本の子ども虐待 第2版』（2011） 『戦後日本の主な虐
待事件をめぐって』（2011） 『社会的養護における生活臨床と心理臨
床』(2012)『日本の児童虐待重大事件2000 - 2010」』(2014)
『子ども家庭支援の包括的アセスメント』（2018) 『子ども虐待 保護
から早期支援への転換―児童家庭ソーシャルワーカーの質的向上を
めざして（監訳）』（2021）
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